教育研究所研究員の所見 (新築落成記念応募論文) by 谷沢 道房 et al.
教育研究所研究.員の所見
『構想に重点!:誼いた作文指導の一事例 Jについて
1. 戦前の作文教育の盛んな時代には， r綴方教室」の豊岡正子に対する大木顕一郎の場合のよう
な個人指導がか左り行念われていた。しかし，戦後一般に作文教育不振の中Kあって，個別指導
の色つ主主義はますます重要さを加えていると思われる。本論文が乙の点K着目しているのは結構
な乙とである。
之 作文指導は， r生活Jも「表現」も共κ尊重して進められねば念らないが， ζの論文Kほそう
した配慮がかなりうかがわれる。
3. 作品が結晶するには ，基底として作者の環境的・知能的・心選的・生理的な各条件が働き合っ
ているのでめる。乙の論文でも，ぞれらの条件をじゅうぶんには握するとともVC， I直接Kは作者
の文章表現の型や傾向をも知り，指導の方向を見定める態度がもっと欲しい感じがする。
4. この構訟の指導は，表現方法や技術Kかかわるもので ，修辞法的な分野K属するが，中学生段
階には特に必要注ものである。ただ，待想、のj浪度d単VC叙述の順序の変E起を意味するだけで念<， 
文脈の修正K闘速する乙とであるから ，文章の白的K照らしてー震性を失わないように注意しな
ければならない。
5.、 また，推考指導が表現技術至上と念り，作者の真実な心情や， 具体的念事実をゆがめ，作者の
人i由形成K降客を与えるように偏向しては念ら念いことはいうまでもない。(谷沢隆 一J
『中学校における計算尺の効巣的指滋 jについて
1. 乙の論文は， 1 0年間生徒を実i療に指導しながら研究ぎれた努力の結品であって，ま乙とにす
ぐれた研究である。
Z 対数を用い念いで，理論的に納得させる指導法を考えたこと ，および2年5年K適宜計算尺を
使用させる具体案が特にすぐれている。
3. 導入段階で，手製計算尺M・NE，P・Q尺 ，x.y尺を取扱う乙とは適切と思う。またその
手製計算尺Kは， MI尺， P 1尺， Xl尺が加えられているが，これはたいせつなととである。
4. 計算尺の単元と して， 15時間をあてて基礎段階の指導 をしている。 数学的意義をもっ
た計算尺の指導をやり，計算尺を指導する乙とKより生活への賞用性を知ったり ，c.れの積極的
利用の態度を養うというととになるとそれくらい時間は必要であんう。しかし，そのためK他
の教材がおゐぞかK念らないようκじゅうぶん配慮されてい左ければ念ら念い占
5. 特に意欲のある生徒を課外指導する場合は別として ，一般的K中学生の計算尺の指導は ，乗法，
除法ともにただ一つの方法をとり入れて ，その方法の計算K習熟させ ，多〈の方法をとりJ.れ念
いととがたいせつであるといわれている。(大森忠 ，勢J
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『生徒の自然認識の実態とその指導 Jについて
1. 教材内容の発展的関連性(系統性Jを重視する指導は ，子どもが自然を認議していく過程を考
え，自然Kついての子どもの経験を計陶.的に積み重ねていく乙とである。乙の論文は，乙のよう
な考え方を基底にもって ，ま・ず子どもがその日常後験や学習経験の結果として得ている自然認識
の様相を明らかにし，そζからどのような積み重ねをしたらよいかをくふうしている。
之 学力や経験の実態調査は，ともすると散湿な計閣のもとtrc実施され，したがって結果の解釈色
断片的になりやすいものであるが，乙の鎗文では ，自然認識の望ましい方向や学醤のl順序念どに
ついての見とおしのもとK調査問題の作成が行なわれているため ，その結果の解釈から宵効念資
料が得られている。
3. 乙の論文では，中学校理科教材中指導上問題と念っているい くつかの教材について誠査を行な
っているが，ある一つの教材宏中心(tL，それと闘述をもっ教材群κついての体系的念調査研究?を
する乙ともたいせつでゐる。
4. いくつかの教材Kついての実態調査結果の解釈内容から認識の一般傾向を帰納するととはたい
せつである。 ζの乙とtてより，他の教材についての同織な分析も容易K在る。乙の点tてついても，
乙の論文はおおむね妥当な考察を行なっている。
5. 実態調査結果を資料として，指導計闘を作成し学溜指導念行念うわげでるるが，その評価は的
確に行なわれIZければならない。正しい評価によって指導仮説を修正したり ，指導法を改善した
りする乙とができるはずである。学習指導の改議陀もとのよう念積み上げが必要であゐう。
(小田正衛)
『体育学習における教師の働きかけ jについて
1. 体育学習を効率的K推進しようとするためKは ，その実践を方向づけ ，裏づりる理論構成を縫
かなものとし念ければZとらえとい。乙の意味で ，体育の本質K立脚した方法論を究明するため(tL，
実践の過程t.lどK鋭いメスをいれている乙とが随所にみられ， 共J践を覚える。とくに，返!IUJや巡
動技能を構造的Kは握し ，そζから適切な学習のしかたそ帰納しようとする怠図Kは賛意そ表し
たい。
2. ~震ましい 学問指導を可能Kする条件は ， おおまかKは教材・子ども・教師・場の宵機的な胤
速にあるとみることができょう。乙の研究は，主として教材と教師という観点、からなされ ，かく
めるべきものという理想追求のすがたにおいて子ど色への働きかげが究明されている。乙の点 ，
実践の具体例は良h参考と念るであみう。
3. 実践的念研究で重要な価値のある乙とは ，実証された成泉のある乙とでゐる。乙の結果にもと
づいて仮説が検討しなおされ，修正され，さらに検証が左され '~'。乙のような研究の貴重さをき
める実証的念面(1(あまりふれていないのは ，小論文としてのスペースK色よる乙とであゐうが，
やや迫力奇欠くきらいがある。
4. 用語の使用 ，と〈に新術語を佼ーう場合tては ，そのぷ味規定をしっかりとしなげればなら念い。
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本論文Kおいても用語の厳密さK欠けるきらいがゐるので，今後乙の点、K色じゅうぶん留意され
たい。(三善信-)
『家庭生活に原因する問樋生徒の継続的指導』について
1. 国語の教科としてでな<.生活指噂その他で作文や臼記奇書かせることは，別K新しい試みで
1.はない。しかし，一般K家庭的な凶題に教師が立ち入る乙とは難かし〈て指導しにくいといわれ
1.ているが，現実に問題生徒およびその家庭Uておける教育上の切実念問題を解決しえたという事実
K着目したい。 3らに.2か年i笥Kわたっての詳しい指導の記録に基づいてま止められていると
とそ高〈評価したい。
之 ζのような指導の実践的筆例研究は，や』もすれば挙例の対象となった問題生徒の指導Kは結
.采的K役立たない場合色ゐゐが，しかし，他の類似する問題をもっ児窓生徒の早期発見と僧導K
は，貴重な資料と ~iうう。さらに，多忙な現場の教師Kは多少無尽であゐうが，一人一人の児童
生徒の問題をよ りひろt全体との関速において，と らえてほしい。それには筑幼児期からの性格
行動 ・溜癖 ・締役症および生育環境をも含めた生育歴を重視したい。
3. 第例でのM生徒は，日記を記すKあたって，おそら〈初めは但任教師陀見ぜるということを&
識したことでみろう。しかし，長期|白書き続けるうちに，より鮮明に自分自身をみつめ，自らの
ありのま、を:書き記すことができたと思う。そうして，彼自身をとりま〈人々とのわだかまりや
ゆがめられた人間関係の緊張が解消し，自ら発蹴悦新しい人閣関係むための相互連解と親近感
が維持される工うKなったと思われる。
4. 一般K放浪という問題行動の直接的な要因は，児童生徒の旬険心 ・家庭の貧l忍・親からの叱責
精神障害などの場合が考えられている。 M児の場合('I，父親の叱資もあゐうが，その根底Kある
溺愛や病弱から〈る性格の弱さ，親に対する高藤的な感情，家島環境な どとと色K.精神的綴字L
矧にさしか hっている情諸的感情的K不定定念年頃である乙とを忘れては念ら念い。
5. さて，乙の「家庭生活に原因する問題生徒の継続的指導;JK記されたような，効果をゐげえた
基本的な条件を明らかにしてお主たい。
(1)問題生徒およびその保護者は ，担任教師との精神的をつ衣がりを全面的には拒否して左い。
(2) 問題生徒およびその保護者に担任教師t1:，積極的に働きかげうる状態であった。
(3) 問題生徒とその保護者聞に，叔母という好ましい仲介者がえられた。
(4) 問題生徒は ，すなおK日記を書き， 長期間自らの考え1cぞれなちに記述しうる力をもって
いた。
(小川敏 通J
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